海洋環境での利用を目的とした耐食鋳鉄の開発と性能評価 (平成25年度 プレ共同研究成果) by 長船  康裕 & 藤原  貴志
海洋環境での利用を目的とした耐食鋳鉄の開発と性
能評価 (平成25年度 プレ共同研究成果)
















(15) Y.Yamachi, S. Kiguchi, H. Shiro, Y. Kobayashi, H. Sumitomo, 
T. Sato J JFS75，2004，p15 
(16) Y.Yamachi, S. Kiguchi, Y. Kobayashi, H. Sumitomo, T. Sato T. 
Ishikawa J JFS76，2005，p26 
(17) Y. Saito, T. Atake, T. Maruyama 金属の高温酸化，1986，
p158 





(21) S.I.Karsay，E.Campomanes AFS Trans 78，1970，p85 
(22) E.Campomanes Giesserei 65，1978，p535 













































造した．砂型は 7 号のオリビン砂に水ガラスを約 10％
混合したものを造形し，CO2 ガスを吹きかけて硬化さ
せた．試験片は図 1 に示すような直径 14 ㎜の鋳抜きの









































図 2 分極実験装置 
 
2.2 フィールド耐食試験 




2013 年 8 月から 2014 年 2 月までの期間海洋中に浸漬
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図 6 浸漬時間と表面状態の関係 
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